
　

現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
高
度
成
長
期

に
整
備
し
た
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の
老

朽
化
の
進
行
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
事
故

も
発
生
し
て
お
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
多
く
の
自
治
体
で
施

設
を
維
持
す
る
た
め
の
費
用
が
財
政
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
国
は
、
早
急
に
公
共
施
設
の
状
況
を

把
握
し
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
計
画
的
な
管
理
を
行
う
こ
と
を
各
自
治

体
に
要
請
し
ま
し
た
。真
庭
市
も
、老
朽
化

や
更
新
費
の
負
担
が
市
の
財
政
運
営
上
、

大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

課
題
解
決
に
向
け
て
公
共
施
設
の
在
り
方

を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
真
庭
市
内
に
は
延
床
面
積
で
約

　

・
�
万
平
方
㍍
、
�
�
�
の
公
共
施
設
が

��あ
り
ま
す
。
な
お
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ

る
上
下
水
道
施
設
と
地
元
へ
譲
渡
方
針
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
調
査
か
ら
除
外
し

て
い
ま
す
。
施
設
を
用
途
別
に
見
る
と
、

学
校
教
育
施
設
・
子
育
て
施
設
が
全
体
の

�
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

の
自
治
体
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
割
合
が　
 
㌫ 
未
満
で
あ

��

る
の
に
対
し
て
、
真
庭
市
で
は　

・
� 
㌫ 
と

��

な
っ
て
お
り
、
観
光
地
域
と
し
て
の
特
徴

が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

抱
え
る
課
題

明
ら
か
に

公
共
施
設
白
書

公
共
施
設
数
は「
�
�
�
」

公
共
施
設
の
現
状

�
�
�
�
�
�
�

　真庭市が所有する公共施設について、建物の性能（品
質）、コストの状況（財務）、利用の状況（供給）の課題
を明らかにした「公共施設白書」を策定しました。白書
の内容と今後の計画について、総合政策部総合政策課の
八木主任に伺いました。

真庭市の公共施設の保有状況�

※施設の延床面積で集計�

学校教育�
　子育て�
　　38.3％�

公共施設�
延床面積�
371,301m2�
（421施設）�

市民文化市民文化�
社会教育社会教育�
11.711.7％�

市民文化�
社会教育�
11.7％�

保健・福祉�
3.8％�

行政施設�
9.9％�

公営住宅�
10.4％�

その他�
   8.7％�

スポーツ�
レクリエーション�
17.2％�
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次
に
真
庭
市
の
公
共
施
設
の
整
備
状
況

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
施
設
を
年
齢
で
表

す
と
、
平
均
年
齢
は　

歳
（
寿
命
は　

歳
）

��

��

と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
な
改
修
（
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
）
が
必
要
と
さ
れ
る　

歳
を
迎

��

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
ご

と
に
見
て
み
る
と
、
建
築
後　

年
を
経
過

��

し
た
建
物
は
全
施
設
の
�
分
の
�
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
施
設
の
老
朽
化

は
さ
ら
に
進
行
し
、　

年
後
に
は
、
過
半

��

数
の
建
物
が
建
築
後　

年
を
経
過
し
ま

��

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
多
く
は

耐
震
性
な
ど
の
安
全
面
で
も
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

老
朽
化
が
進
む
施
設

　

県
内
の　

市
（
岡
山
市
と
倉
敷
市
を
除

��

く
）
の
自
治
体
と
比
較
を
行
っ
た
結
果
、

延
床
面
積
は
�
番
目
の
広
さ
で
す
。ま
た
、

住
民
一
人
当
た
り
の
延
床
面
積
は
、
�
・　
��

平
方
㍍ 
で
�
番
目
で
す
。
な
お
、
国
の
調

査
結
果
で
は
、
同
規
模
の
自
治
体
（
人
口

規
模
や
面
積
が
近
く
合
併
し
て
い
る
）
の

平
均
は
�
・　

平
方
㍍ 
な
の
で
、
一
人
当
た

��

り
の
延
床
面
積
は
広
い
状
況
と
い
え
ま

す
。
公
共
施
設
が
多
い
理
由
は
、
面
積
が

県
内
で
も
っ
と
も
広
く
（
人
口
密
度
で
は

�
番
目
に
低
い
）、
市
町
村
合
併
に
伴
い
、

類
似
し
た
施
設
が
複
数
あ
る
こ
と
も
要
因

の
�
つ
と
考
え
ま
す
。

県
内
自
治
体
の
状
況
は
？

　今回「公共施設白書」の策定の過程で明らかに

なった事実は、行政マンとしても衝撃的なもので

した。

　まず、今ある施設を全て維持・更新しようとす

ると、毎年��億円を超える財源不足が生じること

です。施設の保有量が全国と比較して多い真庭で

は、より深刻な問題として私たちの肩にのしかか

ります。また、施設の利用状況にも問題があるこ

とが浮き彫りになりました。例えば、利用者数が

年間でわずか数十人といった状況であっても施設

維持のため経常的な経費は必要。このような、利

用状況と管理費のアンバランスさも問題です。

　公共施設の更新問題はよく時限爆弾に例えられ

ます。放っておけば必ず爆発し、その威力は自治

体財政を粉々にするほどの破壊力を備えているこ

とからくる例えです。

　公共施設白書で判明したさまざまな課題を含

め、あらゆる情報を共有しながら、市民の皆さん

も、本当に必要な施設の選択や統廃合、最も適し

た施設配置など、財政面や将来の子どもたちに負

担を残さないよう施設のあるべき姿を一緒に考え

ていきましょう。

総合政策部総合政策課

 八  木   和 樹    主任
や ぎ かず き

公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
は
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「公共施設白書」とは…

真庭市の公共施設の整備状況�

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0（万m2）�

H17年度以降�
合併後�

S60年度�
　～H16年度�

S40年度�
　～S59年度�
（高度成長期）�

S40年度以前� 1.7

13.0
1/31/3以上が以上が�
建築後建築後3030年年�
を経過を経過�

1/3以上が�
建築後30年�
を経過�

16.4

6.0

県内13市の公共施設保有状況�
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施設延床面積�

住民一人当たり面積�

新
見
市�

美
作
市�

高
梁
市�

真
庭
市�

備
前
市�

井
原
市�

赤
磐
市�

津
山
市�

笠
岡
市�

玉
野
市�

瀬
戸
内
市�

総
社
市�

浅
口
市�

（m2）�（万m2）�

29.0

25.7

28.7

37.1

24.6 24.1
21.9

46.3

22.6 25.7

14.9

24.7

12.8

　自治体が所有する施設の実態を把握し、
取りまとめたものです。市の財政や施設の
運営、利用の状況を整理することで実態を
把握し、将来の改修や建て替えのシミュレ
ーションや課題を検討する資料として作成
されたものです。
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各
庁
舎 
の
維
持
管
理
費

更
新
費
約�

億
円

��

�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
か
ら　

年
間
の
施
設
更
新
（
大
規

��

模
改
修
や
建
て
替
え
）
と
し
て
必
要
な
額

を
試
算
す
る
と
、
毎
年　

億
円
（
住
民
一

��

人
当
た
り
�
・
�
万
円
）、
総
額
で
�
�
�

�
億
円
以
上
で
す
。
な
お
、
人
口
が
同
規

模
の
自
治
体
に
お
け
る
住
民
一
人
当
た
り

の
更
新
費
の
平
均
は
年
間
�
・
�
万
円
。

今
あ
る
施
設
を
全
て
維
持
し
続
け
て
い
く

と
、
将
来
の
世
代
は
、
同
規
模
の
自
治
体

よ
り
も
�
万
円
以
上
多
い
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
市
財
政
計
画
よ
る
と
更
新
費

と
し
て
見
込
め
る
額
は
、
年
間
�
億
円
ま

で
縮
小
す
る
と
予
測
し
て
お
り
、
毎
年　
��

億
円
も
の
額
が
不
足
す
る
事
態
と
な
り
危

機
的
な
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
将
来
を

避
け
る
た
め
に
は
、施
設
総
量
の
縮
減
は
、

避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

公
共
施
設
白
書
で
は
、
す
で
に
個
別
の

整
備
方
針
が
あ
る
小
中
学
校
や
幼
稚
園
・

保
育
園
、
病
院
な
ど
を
除
い
た
�
�
�
施

設
を
対
象
に
維
持
管
理
費
や
施
設
利
用
料

（
収
入
）も
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�
�

�
施
設
の
年
間
の
維
持
管
理
費
は
、
約　
��

億
円
。
更
新
費
だ
け
で
な
く
、
施
設
は
維

持
管
理
の
面
か
ら
見
て
も
大
き
な
課
題
と

い
え
ま
す
。

　

今
後　

年
で
真
庭
市
の
総
人
口
は
現
在

��

の
�
分
の
�
ま
で
減
少
し
て
い
く
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
施
設

利
用
も
減
っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
よ
り
進
行
す

る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
機
能
（
用
途
）
も

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

真庭市役所（本庁舎）
年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約�,���万円

蒜山振興局

年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約�,���万円

北房庁舎落合庁舎

維
持
管
理
費
約�

億
円

��

人
口
減
で
利
用
率
低
下

人口の将来推計

※国立社会保障・人口問題研究所の推計値

平成��年
（����年）

平成��年
（����年）

年齢階級

��,���人��,���人総人口

�,���人�,���人
幼少人口
（�～��歳）

��,���人��,���人
生産年齢人口
（��～��歳）

��,���人��,���人
老齢人口
（��歳以上）

今後40年の公共施設の更新費推計�

※既存施設を全て維持し続けた場合�

※毎年24億円�
が不足�

更新費のピーク�

更新費の平均額�
33億円／年�

更新予算額�
9億円／年�

毎年の更新費�

10

0

20

30

40

50

60

70

80

（億円）�

Ｈ
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�
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年
後�
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年
後�

30
年
後�

40
年
後�
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公
共
施
設
白
書
の
策
定
に
よ
り
過
去
か

ら
将
来
ま
で
の
施
設
の
状
況
や
人
口
動

態
、
財
政
状
況
か
ら
課
題
が
は
っ
き
り
と

見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、施
設
を
経
営
資
源
と
位
置
付
け
、

最
適
な
状
態
（
最
少
の
費
用
と
最
大
の
効

果
）
で
保
有
、
運
営
、
維
持
し
て
い
く
た

め
の
総
合
的
な
管
理
手
法
で
あ
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
施
設

ご
と
に
カ
ル
テ
を
作
成
し
、
施
設
概
要
・

利
用
者
数
・
維
持
管
理
費
な
ど
客
観
的
数

値
を
過
去
�
年
分
の
平
均
値
を
基
に
と
り

ま
と
め
、
用
途
・
目
的
に
応
じ
た
特
性
で

比
較
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
総
合
計
画
に

合
わ
せ
て
北
部
・
中
部
・
南
部
の
�
つ
の
エ

リ
ア
ご
と
の
現
状
も
整
理
し
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
管
理
へ

�
�
�
�
�
�
�

　

公
共
施
設
白
書
と
施
設
カ
ル
テ
は
現
状

の
利
用
者
数
や
管
理
経
費
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
な
の
で
、
今
後
は
、
こ
の
情
報
を

基
に
公
共
施
設
の
見
直
し
（
統
廃
合
や
再

編
）
に
向
け
た
方
向
性
を
検
討
し
公
共
施

設
の
適
正
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
建
設
さ
れ
た
施
設
は
、
維

持
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
取
り
壊
す

こ
と
に
な
っ
て
も
費
用
は
掛
か
り
ま
す
。

一
つ
一
つ
の
公
共
施
設
は
、
市
民
共
有
の

大
切
な
財
産
で
、
施
設
の
見
直
し
は
利
用

者
の
生
活
の
満
足
度
に
も
直
接
つ
な
が
る

大
き
な
問
題
で
す
。
現
状
よ
り
利
用
し
や

す
い
開
館
時
間
の
設
定
や
施
設
を
集
約
し

適
正
配
置
に
向
け
て

施設見直しの視点

【保有量】将来の人口規模から適正な保有量まで縮減
【長寿命化】財政的に持続可能な更新費用へ平準化
【機能・用途】市民ニーズの変化に合わせた機能へ転用
【配置】施設の集約化・複合化
【施設運営】利用者増加・民間活用・地区譲渡など

年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約�,���万円

年間維持管理費
約���万円

勝山庁舎美甘庁舎湯湯原庁舎

多
機
能
化
を
目
指
す
な
ど
、
知
恵
や
工
夫

に
よ
っ
て
生
活
の
質
を
上
げ
る
ま
ち
づ
く

り
は
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
真
庭
市

全
体
と
し
て
、
教
育
や
観
光
、
福
祉
な
ど

機
能
別
の
方
向
性
や
施
設
を
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
公

共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
将
来
の
世

代
へ
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
私
た
ち
に
は
自
覚
と
責
任
を
持
っ
た

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

錆びて脆くなった鉄（イメージ）

ひび割れた壁（イメージ）


